イ・演習１

演習１の解説
　講義４では虐待事案が発生した場合の障害者福祉施設等設置者・管理者としての責務と役割、組織的対応について学びました。演習１では事例をもとに、設置者・管理者としての責務と役割、組織的対応について具体的に考えてみます。
障害者福祉施設等は、法に基づき、障害者が人権を有するかけがえのない個人として尊重されるにふさわしい、地域生活を営めるように利用者中心の支援を行うことが求められています。しかしながら、法人・事業所での虐待事件は後を絶たず、人権擁護に積極的に取り組む法人・事業所においてもたびたび虐待は起こっています。
設置者・管理者としては、障害者福祉施設等での虐待はいつでもどこでも起こるもの、虐待の芽は気が付かないだけで生まれるものだということを意識し、虐待防止委員会等を設置し、虐待防止マニュアルを作成する必要があります。さらに、虐待が起こってしまったことを想定した虐待対応マニュアルを作成しておくことも必要です。
虐待が発生した場合は、その事実を厳粛に受け止め、隠ぺいしないで、早期発見、早期対応が重要です。それがすなわち、虐待の直接的な要因の解決とともに、虐待の温床となっている組織的な要因の解決に向けての積極的な力になっていきます。そうしなければいくら虐待の芽を摘んでも、虐待を根絶やしにすることはできません。
　
演習１では、事前課題として虐待防止チェックシート（シート１）に設置者・管理者の立場で記入し、虐待防止の取り組みについての自己チェックをしていただきます。そして、用意された事例（虐待防止マネージャーコースと同一のもの）をあらかじめ読み込んでから演習に臨んでいただきます。事例は、デフォルメされていますが、実際に発生した虐待をもとにして作成してあります。
演習当日前半は、個人ワークとして、事例における虐待要因について、直接的要因（現場における問題）と間接的要因（組織としての問題）を分けて考えます。そうした要因を踏まえて、虐待対応のうち初期対応について具体的に考えていただきます。初期対応には再発防止に向けた対応は含まれません。次に個人ワークで考えていただいたことを、グループワークで発表し合い、意見を共有する中で気づきを促します。最後にグループ発表では、各グループのグループダイナミクスを交えながら発表していただき、虐待対応における気づきをさらに促します。
休憩を挟んで後半は、個人ワークとして事例における虐待事案からの立ち直り（初期対応後）について、初期対応後の再発防止のための対応と組織が虐待事案から再生するための対応について具体的に考えていただきます。次に前半同様にグループワークを行います。
後半の演習では、虐待の再発防止策の検討を踏まえて、組織がどう立ち直っていくかを事後処理的にではなく前向きな組織再生について意見交換を促していきます。
　
演習では、具体的な行動レベルに意識を向けていくことが大切で、研修終了後に思考や行動がストップしてしまったのでは成果は上がりません。設置者・管理者として、虐待対応における組織的な取り組みを、前向きに、より具体的に展開することがイメージできれば、講義と演習の連動による研修の成果と言えるでしょう。
　都道府県研修においては、虐待対応や虐待事案からの立ち直りについて、事業経営の立場から建前と本音を分けて考える受講者もいるかもしれません。しかし、虐待はいつでもどこでも起こりうるという現実を直視し、虐待防止を防止し、もし起きてしまった時のために積極的な対応を準備するという、前向きな発想の転換を図ることで、その先に、利用者や家族、職員が求めていた、虐待のない支援がより現実のものとしてものとして見えてくるのではないでしょうか。
＊演習事例については、都道府県毎に事例を作成することが必要です。そこから都道府県版、障害者虐待防止・権利擁護研修の構築が始まると思います。そのことによって、研修関係者の自己開示にもなり、それぞれにとっての虐待防止・権利擁護についての意識向上につながっていくことにもなります。
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